
2021 年 11 月 14 日（日） 
駅前から秋の森へ 
「森を歩き・落ち葉探し・葉っぱスタンプ」 

 徳永 さと子 
 

1. 時間、場所、天候、参加人数 

l 時間： 9:30～11:30、10:00～12:00、10:30～12:30    
3 グループに分けて出発 

l 場所：UDCK受付 ⇒ 一号近隣公園 ⇒ こんぶくろ池自然博物
公園 ⇒ 葉っぱスタンプ会場（管理棟前）  

l 天候：晴れ 

l 参加人数：３グループ合計 35名（うち幼児と子供が 16名） 

 
2. UDCK～こんぶくろ池自然博物公園、森の散策と落ち葉探し  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんぶくろ池通信 
NPO法人こんぶくろ池自然の森 
Tel: 04-7132-8800 
Fax: 04-7132-8806 
Email: info@konbukuroike.com 
URL: http://www.konbukuroike.com 

2021 年 12 月 

第 92 号 

主な予定 
柏の葉戦争遺跡 
ガイドツアー 

12 月 3日（金） 

14:30～15:30 

 

柏観光プロダクシ
ョン 

12 月 4日（土） 

12:40～13:20 

 

UDCKにて「柏の葉国際キャンパスタウン」の紹介 
 

マンション街を抜ける「グリーンアクシス」 
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3. 葉っぱスタンプ（オリジナル・トートバッグ制作） 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

森を歩き、落ち葉探し 

葉っぱスタンプの会場に到着 

お母さんと二人で 

集中し丁寧に 

大作に挑戦 
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4. まとめ 

l 青空の下で風も少ない天候とスタッフの皆様のご協力により、爽
やかな晩秋の森を歩き・落ち葉を探し・ドングリや松ぼっくりを
観察し、集めた葉っぱで家族単位でオリジナル・トートバッグを
制作でき、楽しい一日を過ごして頂けたのではと感じられるイベ
ントとなりました。 

l 特にお子さんが、自由に何かを創造する姿は楽しい・・・です
ね。もみじのような可愛い手のひらに絵具を塗って、スタンプを
押しているお子さんもいました。 

l 葉っぱスタンプ作業中は、むしろ当園のスタッフがお子さん達を
ご自身の孫のように接しており、お世話をしたスタッフにとって
も楽しい一時となりました。 

l 拝見していると、それぞれのご家庭に独特のテイストがあり、作
品に一体感が生まれていました。出来上がった作品を並べて、展
覧会をしてみても楽しそうです。 

l 今までのイベントでは無かった若い世代(5 歳～10歳のお子さん対
象)のご家庭が多数ご参加された事は、新たな来園者の層として保
全活動の課題と感じました。 

l ご協力頂きました、UDCK殿との共催企画は初めてでしたが、対
象を拡げた学びをテーマに、来年またご一緒できたらと思いま
す。 

 

 

 

 

 

変化に富んだ葉を家族それぞれに 親子の作品 

三世代の作品 

名前入り 
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難しい葉っぱに挑戦 

3 年前に引っ越してきました。家の近所である「こんぶくろ
池自然博物公園」での活動を通し、動植物の知識を深めたいと
思っています。 
 
ひとこと：普段フルタイムで仕事をしているため、毎回参加が
難しいかもしれませんが、できるだけ参加したいと思います。 

髙橋 浩子さん 新入会員紹介 

楽しそう 
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令和 3年秋季 こんぶくろ池句会・歌会作品集 
世話人 松田 和生 

 
俳句の部 
ススキの穂くすぐりあって下校みち                                           悦 
筑波嶺の稜線すみて秋来る                            悦 
名月は何処におわすビルの街                                                         悦 
夜長月 発泡酒からお湯割りに                                                    悦 
戸を開ければヤモリ飛び出しこおりつく                                 権兵衛 夏 
立冬やコロナ気にしつ友と飲む                          昇多 
落ち葉踏み歩む幼子（おさなご）手にもみじ                       中川 望 
草むらの陰に一輪曼珠沙華                                                              中川 望 
海風と夕陽に檸檬輝きて    秀夫 
カサカサと枯れ葉踏みしめ観察路                                               米山 
福来たる迷いフクロウ我が園に                          米山 
例年は干し柿作り今頃は                             米山 
森の辺に釣船草のピンク揺れ                           わらしべ 
ぶらんこでかぜをきるのはたのしいな                       はやし 
（ぶらんこ、たのしそうですね。きせつはいつかな？） 
 
短歌の部 
雑草の切っても刈ってもよみがえる 
           あの魂よ我に培え                イチケンサンバ 
犬・猫の人の心にわけ入りし 
         癒せしチカラ薬及ばず                イチケンサンバ 
陽のあたる花梨の木肌美しく 

いのち最後の女郎蜘蛛あり  かわせみ 
あかねさすいろは紅葉に照らされて 

愛しき君の頬も染まれり                 かわもこ 
木犀の香に誘われてそぞろ行けば 

河原に白い彼岸花咲く                 権兵衛 
澄み切った空に飛行機一筋の 

雲は何処へ夕日の中を                 権兵衛 
朝露が足下濡らす散歩道 

肌寒さこそ心地よきかな                 権兵衛 
さわやかな風に誘われ野道行けば 

畔には赤い彼岸花咲く                  権兵衛 
会いたいねああ会いたいね会いたいね 

会わずにスマホ握りて語る       ノー・ボール 
朝もやに消えゆく釣り船忙（せわ）しなく 

霞にかかる瀬戸の島々    秀夫 
楢枯れの防止シートの巻かれたる 

古木に百舌の高鳴きの声       わらしべ 
 

あとがき 
今年は残暑が長引きましたが、さすがに秋になると涼しさが増して
過ごしやすくなりました。 
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今回は延べ十二名の方から俳句 14句、短歌 11首が寄せられまし
た。お馴染みの常連さんの味のある作品や将来が楽しみな子供さんの
素直な作品の投稿があり、このコーナーも賑やかになってきました。 
次回は冬季（12月～令和 4年２月）になりますが、投稿箱への投稿
や世話人あてのメールあるいはメモでも結構ですので、気軽に応募し
てください。お待ちしています。 
 
 
11 月理事会 
（日時）2021 年 11 月 27 日（土）13:00～16:00 
（出席者）岡本、上田、藤原、中川、萩原 
 

1. 審議検討・確認事項 
（１） 11 月開催「里山の保全活動体験会」の振り返りと今後の対応に
ついて 

・ 今回の参加申込者は過去最高の 10名。一部の参加者について
メールでフォローする。 

・ 次回は来年の３月に実施。開催日数・対象者・申込受付方法は
今回と同様とする。 

・ 12/10 頃までに「広報かしわ」2/15 号への記事掲載を公園緑
地課に依頼する。 

（２） 11/14（日）開催UDCKとのコラボ企画「秋の森の自然観察と
ワークショップ」についての振り返りと今後の方向について 

・ 参加者は３グループ合計 35名（うち幼児と子供が 16名）。 

・ UDCKとのコラボ企画方式は広報・参加者募集面で有効。
UDCK側も積極的なので、来秋も同様のイベント実施の方向
で検討をすすめる。 

（３） 来年度の T-Kids との合同企画について 

・ 来年度は「春の観察会」（4月初旬）、「T-Site の蔦屋で昆虫
関連本との昆虫標本コラボ展示」（7月初旬）、「夜の昆虫観
察会」（7月末）の実施案を T-Kids に提案する。 

（４） UDCKとの担当窓口について 

・ 担当窓口を上田理事とする。 

（５）12～1月活動計画 
・ 情報を共有化した。 

2. その他 
・ コロナ禍未収束のため、本年も「忘年会」は中止とする。 

 


